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　２年ほど前の話になりますが、NHK「チコちゃんに叱られる！」を見て

いたら、最後に「親とあとどれぐらい一緒に過ごせる？」という問題が出

されました。関西大学の保田時男教授の解説によると、親と離れて暮らし

ている人（成人）が1年間で親と会う日数は、お盆に3日、お正月に3日と

すると平均で6日間。ただし、朝から晩まで一緒にはいないので、親と顔を合わせる時間は、

平均で1日4時間ほど。4時間×6日間で24時間、何と１年につきたったの1日。違った見方を

すれば、「親が生きる残り年数（平均余命）＝親と過ごせる残り日数」となるそうです。 

　反対に、親から見た場合の子どもと一緒に過ごせる時間はどうなるでしょう。一緒に過ごせ

る時間全体を100%とすると、幼稚園入園時（４歳）で18%消化、小学校入学時（７歳）で

32%消化し、この時点で3分の1がもう過ぎています。更に中学校入学時（１３歳）で55%

消化し、すでに残り半分を切っています。もし高校を卒業して１８歳で親元を離れると、何と

73%消化済み。番組によると、親が子どもと生涯に一緒に過ごす時間は、母親で約7年6か月、

父親で約3年4か月とのことでした。 

　赤ちゃんのときはいつも一緒だけど、幼稚園、小学校、中学校、高校と成長すればするほど

子どもが家にいる時間は減っていきます。親離れして、外出が増えると、親子が顔を合わせ、

家族で一緒に過ごす時間はますます減り続けます。毎日一緒にいるので、永遠のように感じる

『家族で過ごす時間』ですが、実際には、長い人生の中で親子が一緒に過ごせる時間は、家庭

によって違いはあるでしょうが、決して長いものではないことがよく分かります。 

　そう考えると、学校生活は６時間授業で計算すると、８時１５分の登校から１５時１０分の

下校までで約７時間在校、この１学期の登校日数は７３日間だったので、７時間×７３日間で

５１１時間。２学期、３学期、そして６年間と考えると、ものすごい時間になり、あらためて

学校で子どもたちを預かる時間と、その責任の重さを感じます。 

 

　さて、明日から３３日間の夏休みが始まります。保護者の皆さんにおかれては、家族で過ご

せる時間の有限性に思いをはせながら、今年の夏も感染症に気を付けながら、ご家族で楽しく

お過ごしくださいませ。子どもたちも、いつもより時間のできる毎日です、普段できないこと

にぜひチャレンジしてほしいものです。また、本校の教職員についても、家に帰れば誰かの親

であり、誰かの子どもです。先生方も少しでもご家族で楽しく過ごしてほしいと思います。 

　余談ですが、現在５６歳である私の平均余命は２７年とのこと。子どもたちが帰省した際は、

親子で過ごせるのもあと２７日かぁ～とつぶやきながら、焼き肉でもしようかと思ってます。 
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　 ６月２６日(水）、２７日(木)に宿泊学習がありま
した。５年生の2名が神居東小学校の同学年児

 童と一緒に、1泊2日の研修に参加しました。
　 青少年体験活動支援施設「ネイパル深川」を
拠点にして、いろいろな施設で数多くの体験を
してきました。カヌー体験、ロケット作り、フロアカ
ーリングやネットネットゲームなど、どれも楽しか

 ったようです。良い思い出ができました。
　 雨紛小は過小規模校のため、どうしても大勢
の集団の中で活動する経験が少なくなります。
だからこそ、このような機会はとても貴重です。と

 ても有意義な時間を過ごすことができました。
　 この２日間で学んで来たことを、今後の生活

 に生かせるよう働きかけていきます。
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
　本日で１学期が終わりました。新１年生を
迎えたり、学年が一つ上がったりと、新しい
ことがたくさんあり、新鮮な学期でした。ど
の子も友達と仲良く元気に生活することがで

 き、本当によかったです。
　明日からは夏休みです。今年は33日間の長
い休みになります。せっかくの休みですから、
多くのことに挑戦して自分を高めてきてほし

 いと思っています。
　地域の皆様には、子どもたちが有意義な休
みを送れるよう、見守っていただけるとあり
がたいです。どうぞよろしくお願いいたしま
す。

 
【　８月の主な行事予定　】 

 
  11日(日） 山の日 
　12日（月） 振替休日 
  13日(火) 学校閉庁日 
　14日(水） 学校閉庁日 
  15日(木） 学校閉庁日 
  16日(金） 学校閉庁日 
  21日（水） 諸費納入日 
  23日(金） 安全点検日 
  26日（月） 2学期始業式 

   合同修学旅行結団式(6年)　
  27日(火） 合同修学旅行(6年） 
  28日（水） 合同修学旅行(6年） 
　29日（木） 回復日(6年) 
  30日(金) がんばり発表会　雨紛子活動  

  二計測
  31日(土) 雨紛神社祭　

 
 
 
  本年度もＡＬＴ（外国人英語指導助手）の先生が
来て子どもたちに英語の授業をしてくれます。雨紛
小の担当は、セシリア・高木ドルフ先生になりまし
た。子どもたちには、楽しく学びながら、ＡＬＴの
ネイティブな発音にたくさん触れてほしいです。 

  
 
 
　7月19日(金)に、雨紛地区市民委員会青少
年育成部主催の「ふれあいパークゴルフ大
会」が雨紛小学校で行われました。総勢27
人の方々にご参加いただき、みんなで昼食
をとった後に、9チームに分かれてパークゴ

 ルフを楽しみました。
  普段は地域の方と交流することが少ない
子どもたちですが、今回は同じチームで協
力してゲームを進めていました。児童と地
域の方が触れ合うことができ、とてもよい

 機会となりました。

 
 
 
 
 
 


